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［日建連会長からの挨拶］
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昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
、
台
風
や
集
中
豪
雨
、
ま
た
そ
れ
ら
に
伴
う
土
砂
崩
れ
・
河
川
の
氾

濫
な
ど
、
自
然
災
害
が
多
発
し
、
日
本
列
島
の
置
か
れ
た
地
理
的
環
境
の
厳
し
さ
、
脆
弱
性
を
改
め
て
実
感

し
た
一
年
で
し
た
。
加
え
て
、
わ
が
国
は
現
在
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
と
い
う
社
会
構
造
の
大
転
換
期
に
直

面
す
る
中
、
円
高
、
デ
フ
レ
、
財
政
制
約
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
欧
州
財
政
金
融
危
機
、
世
界
経
済
の
減
速

な
ど
、
極
め
て
厳
し
い
経
済
環
境
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

　
自
然
の
摂
理
に
つ
い
て
言
え
ば
、
川
は
流
れ
を
変
化
さ
せ
、
山
は
常
に
安
定
へ
向
か
っ
て
平
ら
に
な
ろ
う

と
し
ま
す
。
地
球
内
部
も
プ
レ
ー
ト
を
含
め
た
マ
ン
ト
ル
は
、
絶
え
ず
動
い
て
い
る
こ
と
が
常
態
で
あ
り
、

ま
し
て
や
複
数
の
プ
レ
ー
ト
の
上
に
位
置
す
る
日
本
に
あ
っ
て
は
、
過
去
の
経
験
か
ら
も
地
震
の
発
生
を
常

に
想
定
に
入
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
う
し
た
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
我
々
が
想
像

す
る
よ
り
も
遥
か
に
大
き
く
、
人
間
の
力
で
全
て
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
謙
虚
な
姿
勢
で
自
然
と
向
き
合
い
、
し
っ
か
り
と
平
時
の
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
様
々
な
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
技
術
を
用
い
て
、
施
設
や
設
備
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
等
の
災
害
へ
の
強
靱
性
を
高
め
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
加
え
て
高
台
へ
の
避
難
路
を
整

備
し
て
お
く
な
ど
予
防
的
措
置
を
講
じ
て
お
く
こ
と
が
現
実
的
だ
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
防
災
・
減
災
の

原
点
は
「
忘
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
建
設
業
連
合
会
で
は
、
今
年
二
月
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
防

災
・
減
災
・
応
急
対
策
へ
の
教
訓
〜
証
言
で
た
ど
る
東
日
本
大
震
災
〜
』
を
作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
建
築

分
野
で
も
、「
未
来
に
引
き
継
ぐ
確
か
な
も
の
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
今
後
の
建
築
・
街
づ
く
り
の
基
本
方

針
と
し
て
「
日
建
連
建
築
宣
言
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。
災
害
対
策
の
基
本
は
、
や
る
べ
き
こ
と
を
地
道
に
き

ち
っ
と
や
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
日
建
連
と
し
て
も
、
様
々
な
工
夫
を
行
い
な
が
ら
、
こ
う
し
た
啓
発
活

動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
わ
が
国
経
済
社
会
の
構
築
に
当
た
っ
て
、〝
災
害
に
強
い
〞
こ
と
は
申
し
上
げ
る
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、〝
国
際
競
争
力
〞〝
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
高
度
化
〞〝
低
炭
素
・
循
環
型
〞
な
ど
も
キ
ー
ワ
ー
ド
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
産
業
・
都
市
の
国
際
競
争
力
強
化
は
、
外
国
資
本
を
含
め
た
国
内
投
資

の
促
進
、
雇
用
機
会
の
拡
大
に
つ
な
が
り
、
経
済
社
会
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
政
府

に
は
、
地
域
の
特
徴
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、
そ
の
上
で
、
国
益
・
国
民
益
の
観
点
か
ら
、

産
業
・
都
市
・
生
活
イ
ン
フ
ラ
等
の
整
備
の
優
先
順
位
付
け
と
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
適
切
な
維
持
更
新
を
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
同
時
に
、
そ
れ
ら
を
確
実
に
執
行
で
き
る
予
算
措
置
な
ら
び
に
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
政
策
の
策
定
が
行
な
わ
れ
、
具
体
的
な
事
業
と
し
て
着
実
に
動
き
出
す
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

建
設
業
界
は
、
具
体
的
に
「
こ
の
橋
や
あ
の
道
路
を
造
る
べ
き
だ
」
と
言
う
立
場
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
建
設
段
階
に
至
っ
た
際
に
は
、
よ
り
効
果
の
高
い
技
術
提
案
や
効
率
的
な
設
計
・
施
工
を
行
な
う
こ
と

で
社
会
の
要
請
に
応
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
に
関
連
し
て
、
会
員
企
業
は
被
災
者
支
援
と
応
急
復
旧
に
続
い
て
、
引
き
続
き
被
災
地
域

の
復
旧
・
復
興
事
業
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
人
手
不
足
や
労
務
単
価
・
資
材
価
格
の
上
昇
、
そ
し

て
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
規
模
な
が
れ
き
処
理
・
除
染
事
業
な
ど
、
実
際
の
作
業
が
進
ん
で
い

く
中
で
、
様
々
な
問
題
が
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
会
員
企
業
に
共
通
の
課
題
に
つ
い

て
検
討
す
る
た
め
、「
復
旧
・
復
興
対
策
特
別
委
員
会
」
と
「
電
力
対
策
特
別
委
員
会
」
を
新
た
に
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
会
員
企
業
が
事
業
活
動
を
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
行
政
等
関
係
機
関
に
提
言
・
要
望
を
行
な

う
、
そ
う
し
た
業
界
団
体
と
し
て
の
役
割
を
的
確
に
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
会
員
各
社
は
、
災
害
発
生
時
、
公
共
工
事
に
お
い
て
は
全
国
九
支
部
と
地
方
整
備
局
等
が
緊
密
に
連
携
し
、

ま
た
民
間
の
お
客
様
に
は
各
社
毎
に
、
迅
速
で
的
確
な
対
応
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
技
術
・

ノ
ウ
ハ
ウ
を
通
じ
て
、
縁
の
下
の
力
持
ち
と
し
て
、
社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、「
い
ざ
と
い
う
時
に
頼
る
べ
き
は
建
設
産
業
だ
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
、
日
建
連
は
会
員
会
社
へ
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
盤
石
な
も
の
に
し
て
、
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

や
る
べ
き
こ
と
を
着
実
に

Tetsuya N
om

ura

会
長

野
村
哲
也

謙
虚
な
姿
勢
で
自
然
と
向
き
合
う

社
会
の
要
請
に
応
え
ら
れ
る
建
設
業

い
ざ
と
い
う
時
の
建
設
産
業
に

震災への対応  防災への取り組み
日建連の
ACTION!
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日建連は建設業の中心団体として被災地支援の体制づくりに取り組むことで、
建設業の持つネットワークと総合力をフルに発揮して東日本大震災対応に取り組んできました。
ここでは震災発生時から現在に至るまでの日建連の取り組みを紹介します。

震
災
か
ら
一
年
が
経
過
し
、
復
興
庁
が
設
立
さ
れ
る
な
ど
復
旧
・

復
興
へ
の
政
府
の
取
り
組
み
が
加
速
さ
れ
る
中
、
日
建
連
は
「
復

旧
・
復
興
対
策
特
別
委
員
会
（
委
員
長
：
中
村
副
会
長
）」
お
よ
び

「
電
力
対
策
特
別
委
員
会
（
委
員
長
：
山
内
副
会
長
）」
の
二
つ
の

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
総
合
的
な
視
野
に
立
っ
て
こ
れ
ら
未
踏

の
諸
課
題
に
対
処
し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
昨
年
三
月
十
四
日
に

発
足
し
た
「
緊
急
災
害
対
策
本
部
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
役
目
を
終

え
て
本
年
三
月
十
一
日
で
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

1	

特
別
委
員
会
の
設
置

復
旧
・
復
興
対
策
特
別
委
員
会

が
れ
き
処
理
事
業
や
必
要
な
労
働
者
の
確
保
対
策
な
ど
、

実
施
上
に
関
す
る
諸
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
、
国
等
に

提
言
す
る
。

 【
当
面
想
定
さ
れ
る
課
題
】

① �

が
れ
き
処
理
事
業
の
実
施
上
の
諸
課
題
に
関
す
る
検
討
、

国
等
へ
の
要
請

② �

復
旧
・
復
興
事
業
の
実
施
に
必
要
な
労
働
者
の
確
保
対
策

に
関
す
る
検
討
、
国
等
へ
の
要
請

③ �

そ
の
他
復
旧
・
復
興
事
業
に
関
し
、
今
後
発
生
す
る
諸
課
題

に
関
す
る
検
討
、
国
等
へ
の
要
請
、
提
言

④ �

復
旧
・
復
興
事
業
の
迅
速
か
つ
円
滑
な
実
施
を
含
む
公
共

事
業
全
般
の
推
進
方
策
に
関
す
る
調
査
研
究
、
国
等
へ
の

提
言

電
力
対
策
特
別
委
員
会

福
島
第
一
原
発
事
故
に
係
る
放
射
能
の
除
染
事
業
等
の
実

施
上
の
諸
課
題
へ
の
対
処
方
策
を
中
心
に
検
討
し
、
国
等

に
提
言
す
る
。

 【
当
面
想
定
さ
れ
る
課
題
】

① �

福
島
第
一
原
発
事
故
に
係
る
放
射
能
の
除
染
事
業
等
の
実

施
上
の
諸
課
題
へ
の
対
処
方
策
の
検
討
、
国
等
へ
の
要
請

② �

そ
の
他
原
発
事
故
に
関
連
す
る
諸
課
題
に
関
す
る
検
討
、

国
等
へ
の
要
請
、
提
言

③ �

夏
季
・
冬
季
を
中
心
と
す
る
節
電
対
策
に
関
す
る
検
討
及

び
日
建
連
の
節
電
行
動
指
針
の
策
定
と
そ
の
実
践
の
推
進

④ �

原
子
力
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
む
わ
が
国
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
に
関
す
る
調
査
研
究

社
会
基
盤
整
備
を
担
っ
て
い
る
業
界
と

し
て
、
震
災
が
も
た
ら
し
た
教
訓
を
広

く
訴
え
る
と
と
も
に
、
安
全
・
安
心
な

国
土
形
成
に
向
け
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
の

必
要
性
と
建
設
業
界
の
役
割
を
と
り
ま

と
め
ま
し
た
。

2	

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

	
 「

防
災・減
災・
応
急
対
策
へ
の
教
訓

	

〜
証
言
で
た
ど
る
東
日
本
大
震
災
〜
」

会
員
会
社
社
員
と
そ
の
家
族
の
方
々
に

活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
念
頭
に
、

今
回
の
震
災
で
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題

な
ど
を
盛
り
込
み
、
震
災
へ
の
備
え
と

い
ざ
と
い
う
時
の
対
応
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

3	 「
震
災
時
初
動
対
応
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」の

	

作
成

今
年
か
ら
は
復
旧
・
復
興
、

そ
し
て
今
後
の
防
災
に
対
し
、

長
期
的
な
視
点
か
ら

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

建設業のネ  ットワークと総合力
震
災
発
生
時
は
合
併
前
で
し
た
が
、
本
部
長
を
旧
日
建
連

会
長
、
副
本
部
長
を
土
工
協
会
長
、
建
築
協
会
長
と
し
て
、

三
団
体
共
同
で
新
日
建
連
緊
急
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し

ま
し
た
。
ま
た
、
東
北
支
部
に
は
現
地
対
応
の
た
め
の
東

北
支
部
震
災
対
策
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

1 

緊
急
災
害
対
策
本
部
及
び

	

東
北
支
部
対
策
本
部
の
設
置

東
北
支
部
を
中
心
に
仮
設
ト
イ
レ
や
仮
設
ハ
ウ
ス
を
は
じ

め
、
一
三
一
品
目
を
一
一
市
六
町
二
村
に
提
供
し
ま
し
た
。

2 

資
機
材
と
役
務
の
提
供

救
援
・
復
旧
に
全
力
を
傾
注
す
る
と
と
も
に
現
場
で
の
活

動
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
緊
急
の
要
望
及
び
提
言
を
表

明
し
ま
し
た
。

3 

意
見
表
明

緊
急
車
両
や
実
施
中
の
工
事
の
取
扱
い
に
関
す
る
関
係
省

庁
等
か
ら
の
通
知
を
速
や
か
に
周
知
し
ま
し
た
。

4 

会
員
へ
の
情
報
提
供

日
建
連
取
り
ま
と
め
分
六
・
五
億
円
、
別
途
拠
出
分
を
含
め
約
八
・
九
億
円
の
義

捐
金
を
日
本
赤
十
字
社
に
寄
付
し
ま
し
た
。

5 

義
捐
金
の
拠
出

現
場
・
常
設
事
業
所
を
併
せ
、
全
体
で
二
一
・
二
％
の
削
減
を
達
成
し
ま
し
た
。

6 

電
力
対
策
自
主
行
動
計
画
の
策
定・実
施

大
災
害
時
に
お
け
る
初
動
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
日
建
連
と
し
て
の
活
動
内

容
、
本
・
支
部
双
方
の
緊
急
災
害
対
策
本
部
の
設
置
基
準
、
対
応
組
織
な
ど
の
、

日
建
連
の
防
災
体
制
の
骨
格
を
定
め
ま
し
た
。

7	

災
害
対
応
基
準
の
策
定

日
建
連
の
災
害
対
応
基
準
を
補
完
す
る
た
め
、
日
建
連
本
部
事
務
局
の
初
動

段
階
に
お
け
る
体
制
、
具
体
的
な
活
動
項
目
及
び
手
順
を
定
め
ま
し
た
。

 「
本
部
事
務
局
災
害
時
初
動
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」の
制
定

災
害
時
、
住
民
の
安
全
確
保
の
た
め
の
応
急

危
険
度
判
定
を
速
や
か
に
行
う
べ
く
、「
災

害
対
応
基
準
」
に
基
づ
き
、
被
災
建
築
物
応

急
危
険
度
判
定
士
の
派
遣
手
順
等
を
定
め
ま

し
た
。

 「
被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定
士

派
遣
マ
ニ
ュ
ア
ル
」の
制
定

事
務
局
役
職
員
の
安
否
確
認
、「
緊
急
災
害

対
策
本
部
」
事
務
局
の
立
ち
上
げ
、
事
務
局

と
役
員
会
社
及
び
支
部
と
の
連
絡
等
の
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

防
災
訓
練
の
実
施（
三
月
十
二
日
）

事
務
局
の
取
り
組
み

昨
年
は
震
災
発
生
時
か
ら
の

緊
急
対
応
と
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
迅
速
に
し
て
き
ま
し
た
。

これまでのACTION!

最近のACTION!

日建連の
ACTION!

震災への対応 防災への取り組み【日建連】
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総合建設業は、東日本大震災発生時から現在まで、
①物資供給をはじめとする被災地への支援
②インフラや防災施設等の整備・復旧
③企業活動を支える施設の復旧　
を目指し、様々な技術を用いて、
被災地の復興に取り組んできました。
しかし、１年が経過した今こそ、
建設業が出来ることを今一度見直すことで、
次なる災害対応へつなげるきっかけとなればと考えています。

「ACe 建設業界」では、現在もなお現場で対応している
各々の取り組みを時間軸で追い、
災害時、復旧・復興、防災・減災の
３回に分けて紹介します。

私たち総合建設業は
東日本大震災の
被災地復興に向け、
全力で協力していきます。

仮設住宅の建設
復興に必要な資機材を提供し、仮
設住宅を施工

がれき撤去・処理
がれきの運搬撤去のみならず様々
な廃棄物を新たな資源として活用

建設業の
BCP
技術的な検討から、物
資・資機材の調達まで
を総合的に支援し、日
頃の訓練の成果を発揮

啓開
物資輸送支援のための
道路・航路などの開通
工事

工場の
節電対策
電力の運用状況を見え
る化し、節電対策の実
施と効果を確認

除染・
原発事故の復旧
市民の健康と安心して生活できる
環境を確保するための復旧作業

建築物の診断・復旧
被災状況の判断や応急復旧工事を
進め、事業継続性を高める

施設のBCP対応
防災を軸とした建築物の設計・施
工

耐震化補強
構造躯体対策だけでなく、人命を
確保するための設備・二次部材の
転倒落下防止技術を提供

研究・開発
震災を受け、汚染除去
や耐震補強などの新た
な技術を提供

液状化対策
東関東・関東地域で液
状化した道路等の対策
工事

防災施設・
構造物の施工
防波堤、防潮堤等の施
工により、津波被害や
浸水域を低減

防災
まちづくり
高台移転や漁港の復旧
等、災害に強いまちづ
くりを支援

［AC
e5月
号掲
載］

土木構造物の
減災効果
防波堤として機能した高速道路な
ど、本来の機能に加え様々な防災・
減災機能を発揮

インフラの復旧
被災度・緊急度を考慮し、道路・鉄
道・水道等の復旧工事に着手

［AC
e4月

号掲
載］

［AC
e6月
号掲
載］

被災地

産業インフラ

ゼネコンの   機動力と技術力
震災への対応 防災への取り組み【ゼネコン各社】

総合建設業の
ACTION!


